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トヨタ自動車株式会社 東富士研究所 小橋 弘崇    
トヨタジドウシャ カブシキカイシャ ヒガシフジケンキュウショ オバシ ヒロミツ

トヨタ自動車は愛知県豊田市に本社を置き、

私たちが在籍する東富士研究所は富士山のふもと裾野市にあり、

実証都市ウーブンシティーなど 次世代技術の開発拠点になります。

私たちの職場は、お客様が万が一の事故の際、

安心・安全を確保するための衝突安全技術開発を担当。

交通事故死傷者ゼロを目指して、車両の衝突実験・評価を行っています。

私のモットーは【完全燃焼】。

「目標に向かって全力を尽くす事が成長に繋がる」という小学校恩師の

教えが印象に残り、中学では陸上に全力投球。

早まるタイムと結果に成長と達成感を得られ『これが完全燃焼か』と体感。

この体験から学んだ【完全燃焼】をモットーに、

トヨタで働く現在に至るまで励んでいます。

私が所属していた梟サークルは2016年関連会社統合に伴い

転籍者が加入。人員増加により2サークルへ別れ、昇格したばかりの

私がサークルリーダーに就任。

夢現サークルは新技術評価を行う特命業務の11組と

人の代わりとなるダミーや計測器の管理業務を行う12組の

組を跨いだ混成サークルで活動します。
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初回活動は転籍者3名を含む9名で活動。

QC経験皆無の転籍者を育成する為ベテランの榎本さん・勝又さんに

協力して貰い、転籍者を引っ張って活動した結果、県知事賞を受賞。

メンバー全員が成長と達成感を得て完全燃焼出来た事で

引っ張る事が完全燃焼に繋がると学びました。

「さぁ次の活動だ」と意気込みましたが

ベテランの退職と組織再編が重なり、夢現サークルも再編成。

新メンバーは実車業務からの異動者4名と

まだQC経験が少ない転籍者2名を含んだ計8名。

東川以外のメンバーが入れ替わりとなりました。

新メンバーとなった夢現サークルは

サークルレベルは大きく能力が低下しCレベル。

異動者4名を中心に知識・技能の共有が出来ておらず、

業務間の壁が有る為、チームワークに問題あり。

混成サークルの弱点が浮き彫りとなりました。

しかし私は「転籍者メインにQC勉強会をしよう」

「活動テーマは各業務で順に回して理解を深めて行こう」 と

メンバーを引っ張れば大丈夫と考え活動開始。

しかし、特命メンバーの遅刻・不参加が多発。

若手2名は会話が少なく消極的。

メンバーがついて来ません。

ついて来てくれないメンバーに落胆。バーベキューでダミー業務師匠の

川中さんに愚痴を言っていると、「火も人も、燃えやすい環境づくりが大事。

小橋はそういう環境つくれてる？」「はっ」と気づかされました。

私はメンバーの状況を確認しないまま、一方的に火を付けようとしていた

だけでした。以前はどうだったか、古参の東川に確認すると、そこには

ベテラン達の陰のフォローが有った事が分かり私自身がメンバーに寄り添い

完全燃焼出来る環境づくりが必要だと気づきました。

私はメンバーを

引っ張り・フォローする事で活動しやすい環境をつくり、

メンバー同士が助け合える強いチームワークと

全員が同じ目標に向かって全力で進むことで

【完全燃焼サークル】になれると考えました。
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完全燃焼サークルになる為の3ヶ年計画を立案。

異動者の奮闘とメンバーの協力で成長した夢現サークルの歩みを紹介します。

第1期は私が以前出来ていなかったフォローを行い、

メンバーが活動し易い環境を作ります。

活動しやすい環境にする為、メンバーから話を聞きフォロー開始。

組長へ会合時間の定例化を提案し、業務調整で活動時間を確保。

若手が話しやすい様、趣味や車の話などでコミュニケーション。

他のメンバーも交え会合前に雑談タイムを作り、話し易い雰囲気づくり。

以前出来ていなかったフォローを実施しました。

活動時間の確保・話し易い雰囲気を整え、【この調子ならいける！】 と

会合を進めると、今度は意見が全く出ません。雑談ではよく話すのに何故？

「どんな作業か知らないので的外れになりそうで・・」

アドバイザーと相談し、基本的な知識共有が急務と考え

今期の活動は他業務理解を推進。

知識の差が有る異動者を中心に他業務理解を促します。

まずは業務紹介で基本的な業務の知識を共有する為、

「面倒」と渋るメンバーに頼み込み写真や資料を集め、業務紹介シートを作成。

業務の流れや設備紹介を入れた業務紹介シートが完成しました。

紹介シートを元に現地現物で紹介を行い、知識共有と合わせて

苦労や困り事を共有。すると 『知らなかった』 『これは大変だ』 と

興味・共感が芽生えました。

興味が出たところで、改善で業務理解を進めるトリオ活動を開始。

業務紹介で共有した困り事を確認して・改善する事で、

体感で理解を進める活動です。

業務紹介で出た、困り事全36件を改善して行きます。

トリオ活動中は会合で進捗説明や意見交換を実施。

するとリーダーを任せた異動者が積極的に発言。

改善にも意欲的に取り組んでおり、声を掛けると

「色々してくれてる小橋さんに任されましたから！」とうれしい言葉。

任せる事が責任感と意欲に繋がっていると気づきました。
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保護具の埃カバーや首部品脱着治具など、

業務紹介で出た困り事全36件を全て改善。

「担当外の業務を知ることが出来ました」 と、

異動者4名を中心に、他業務理解を進める事が出来ました。

業務紹介とトリオ活動により知識・技能の共有が向上。

サークルレベルは一歩前進。

メンバーが集まり、意見が出やすい環境へ変化。

業務紹介シートを新たな財産として、

活動しやすい環境を作る事が出来た第1期となりました。

第1期では他業務理解で精一杯でチームワークはまだまだ・・・。

第2期は目指す完全燃焼サークルに必要な

【誰かの為に頑張れるチームワーク】を育てます。

チームワークを育てるにはコミュニケーションが必要。

しかし混成サークルゆえに会合以外では何日も会話が無いことも・・・。

そこで、デジタル化推進で紹介されたTeamsに着目。

チャットを活用し、雑談や連絡でコミュニケーション増強を図ります。

チャットでテーマを募集した所

【強度測定試験機の軸交換で怪我しそう】という問題に対して

麦谷・時友が【今度設備を使用するので気になります】と意欲的。

私は若手サポートでチームワークを育てたい、と考え

意欲的な2人をWリーダーに推薦。

中堅メンバーに協力して貰い、

メンバー全員で若手を支えながら活動します。

事例１ 強度測定試験機の安全性向上

強度測定試験機は部品に力を加え強度を調べる試験機。

圧縮方向・引張り方向の切り替えの際、専用の軸に交換が必要です。

軸重量は32kgと重く３名作業で行いますが、

作業姿勢が悪く、手を挟みそうになる等、災害リスクが高い作業です。
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軸交換作業は5つ工程が有り、経験者に聞き込み調査を行うと

運搬・位置確認・持ち上げの3つの工程で【手を挟みそうになる】等の

ヒヤリが発生している事が分りました。

会合で情報共有を行い、QCストーリーは問題解決型。

活動計画を立て、

目標を【軸交換作業の全てのヒヤリ撲滅】として活動を進めます。

ところが・・「真因はこれでしょうから、対策案を募集します」

要因解析を飛ばそうとする若手に東川が

「ちょっと待った。要因解析するんで小橋さんフォローして下さい」 と

初回活動での経験を生かして勉強会を実施。

特性要因図で3つの主要因が出てくると

「やらなければ間違った方向に進むところでした」と2人も納得。

若手のQC理解を深めて真因を確認します。

導き出した主要因を全員で現地現物確認。

【軸の傾きを変えている】【接地面積が狭い】【持ち上げる治具が無い】

それぞれが真因であると判断し、

対策の方向性を決め対策案を検討します。

対策案出しは会合間で思いついた案や調べた情報をチャットで共有。

会合で対策案を選定して

【保管棚改造】【スライド運搬】【受け皿式】【バネ式】を採用。

それぞれの案を組み合わせて対策します。

対策品製作は若手の希望も有り、川畑を講師に技能を育成。

若手が作れない部分は皆でフォローし、対策品が完成しました。

完成した対策品は、軸受けで倒れ防止を行いスライド移動で手持ち運搬を廃止。

バネ機構で持ち上げと同じ状態にして、

一人で安全に交換できる様になりました。

別サークルの作業者に対策品の確認をしてもらい、

３つの工程で発生していた全てのヒヤリ撲滅を確認でき 目標達成。

「直ぐに使ってもらおう」と望月がフォローし、

スピーディーに標準化と管理の定着を実施しました。

不随効果として作業人数低減が出来た他、

『1人でも安全に作業が出来るようになった』と作業者からの喜びの声が届き、

メンバー全員が達成感を得ることが出来ました。
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若手サポート活動とTeams活用でチームワークが向上。

サークルレベルはBゾーンまであと一歩。

麦谷・時友は今回の活動がきっかけとなり社内QC研修会に参加。

『若手に負けてられない』と中堅メンバーも新しいことに挑戦を開始。

誰かの為に頑張れるチームワークを育てられた第2期です。

第2期ではチームワークが育ったもののメンバーの力はまだまだ有るはず・・。

第3期はメンバーの全力を引き出し、サークルで完全燃焼を目指します。

ある時チャットで望月から相談が・・。

2023年に車両安全性評価試験のMCB試験計測方法が変更される との事。

MCBとはマルチコリジョンブレーキの略で

衝突時にブレーキ制御して2次被害低減をサポートするシステム。

今までは映像のみで証明していた評価に

「車両ネットワーク信号」のデータが追加されます。

事例２ CANFD信号計測の実現化

「車両ネットワーク信号」とは、車両制御の為に搭載されている

コンピュータ間の通信信号のこと。

信号はCAN信号と、CANFD信号の２つが有り、

CANFD信号は近年のコンピュータ数増加に対応した高速信号です。

保有計測器でCAN信号は計測可能ですが、

CANFD信号は非対応で計測することが出来ません。

計測器は早くて２年後に販売。

開発環境を整える為に早期対応が必要と職場で議論される難題。

やる気の有る望月に対し、メンバーは「出来るのか？」と不安気。

私はこの難題に挑戦して成長に繋げて欲しい・・・。

その為に、メンバーの不安を払拭する為のキッカケとして、

望月と本社関連部署に協力して貰い勉強会を実施します！

この年、新型コロナが猛威を振るっていた事から今期もTeamsをフル活用。

情報共有の効率化がｽﾑｰｽﾞに図れ、

勉強会で信号構成などの専門知識を共有。

「もしかしたら出来るかも・・」と、メンバーの不安を払拭出来た事で、

望月をテーマリーダーにこの難題に挑戦します！
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ストーリー判定は課題達成型。

活動計画を立て 攻めどころは計測チャンネル数の増加。

目標を

「CAN-FD信号8チャンネルを計測可能にする」として活動を進めます。

方策立案は幾つかの案の中から、

土岐が勉強会で思いついた「信号変換」案を採用。

信号を変換すれば保有計測器で計測可能と考えました。

関連部署に信号構成を確認し、全員で必要要件を整理して、

信号を変換するには

「電子回路」と「プログラム」の2つが必要だと判断しました。

しかし自職場では電子回路やプログラムはお手上げ状態。

活動が停滞し、「どうしましょう・・」という望月に

私に出来ることは無いか、と考え、

他職場の知見者に頼ってみると「協力するよ！」とうれしい言葉。

専門部署に協力を依頼しました。

障害予測と排除案検討を実施。

専門部署に顔合わせと打ち合わせを行い、製作計画を立案。

テーマリーダーの望月と社内C言語教育を受講していた土岐をリーダーに、

電子回路とプログラムでサークルを2つに分けて製作を開始します。

各チーム専門部署にサポートして貰い製作開始。

PIC回路による基板製作、C言語を用いたプログラミング等

アドバイスを貰いながら製作。

Teamsでお互いに必要な情報のやり取りを行い、

メンバー一丸となってトライ＆エラーを繰り返し、対策品が完成しました。

完成した対策品検証を関連部署も交えて実施。

落下試験と衝突試験それぞれで破損・データ異常が無く、

正しく計測出来る事を確認しました。
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「CANFD信号の計測」が実現でき目標達成！

標準化と管理の定着はこのように決め、確実に運用します。

不随効果でコスト面でも貢献出来た他、

この事例は課内、部内と勝ち上がり、研究所選考会で銀賞を受賞！

テーマリーダーの望月はもちろん、

サークル全体で大きな達成感を得ることが出来、

次の活動への意欲に繋がりました。

関連部署との勉強会や難題挑戦で

サークルレベルはBゾーンへ大きく成長！

他職場を巻きこんだ活動でメンバーの人脈が広がり、

プログラムや電子回路などを自職場で活用できる環境作りを開始。

難題に挑戦し、サークルで完全燃焼出来た第3期でした。

3年間を振り返ると

活動の環境を作り、チームワークを育て、メンバーの全力を引き出して、

混成サークルの弱点だった他業務理解とチームワークが向上し、

完全燃焼サークルへ成長する事が出来ました。

この3年間の活動を通じて468万円の会社貢献！

メンバー間で共有した知識・技能を 業務や改善活動に活用しています。

サークルレベルも

ベテランが居た頃に迫る勢いで大きく成長しました。

フォローする事と任せる事から学びを得て活動を進めた事で

メンバーと一緒に一回り成長する事が出来ました。

メンバーが入れ替わり、再スタートとなりましたが

チームワークと他業務理解を進め、完全燃焼サークルに成長した

今のメンバーを見て、

サークルリーダーをやって良かったと感じます。

現在の夢現サークルは

杉澤をテーマリーダーに全員で更なる知識・技能の共有を行い、

問題解決に挑戦しています。

今後もサークルで協力し合ってAゾーンを目指し、

完全燃焼サイクルを回して成長し続けます！
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